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2022年における
仲介会社アンケートから⾒る賃貸不動産マーケットの最新トレンド

調査結果リリース⽇︓2022年7⽉21⽇
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調査
⽬的 2022年における賃貸不動産マーケットの最新トレンド

概要
・調査期間︓2022年6⽉28⽇(⽕)〜7⽉8⽇(⾦)

・調査対象︓⾸都圏1都3県と⼤阪市の賃貸不動産仲介会社 428社

・前回調査 実施期間︓2021年12⽉7⽇(⽕)〜12⽉24⽇(⾦)
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仲介会社のインフラの変化について
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オンライン内⾒の割合Q1.

n値=428

全体では、「1〜2割程度」、「3〜4割程度」、「5割以上」の回答が合計で過半数となった。
前回調査時と⽐較すると、「1割にも満たない」という回答が47.8％⇒42.1％に若⼲減少しており、
オンライン内⾒⽐率は⾼くはないものの、⼀定数根付いている状況が⾒受けられた。

n値=133n値=358

n値=70

Q.貴店舗全体の内覧数の内、ビデオ通話等による
オンライン内⾒はどの程度の割合で⾏われていますか︖
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42.1%
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1割にも満たない
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48.6%
40.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

5割以上
3〜4割程度
1〜2割程度

1割にも満たない

2.5%
15.9%

39.1%
42.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

5割以上
3〜4割程度
1〜2割程度

1割にも満たない

3.0%
14.3%

42.9%
39.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

5割以上
3〜4割程度
1〜2割程度

1割にも満たない

・全体

・⾸都圏 ・東京都都⼼5区

・⼤阪市
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オンライン内⾒時の利⽤ツールQ2. Q.オンライン内⾒ではどのツールを利⽤することが多いですか︖

前回調査時と⽐較すると⼤きな変化は⾒られず、
「LINE」「Zoom」「FaceTime」の利⽤率が⾼い。

n値=428
※複数回答有

62.6%

51.6%

20.6%

4.2%

3.3%

2.6%

1.2%

1.2%

7.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

LINE

Zoom

FaceTime

Google Meet（旧Hangout Meet）

WeChat

Skype

THETA

LIFULL HOME'S LIVE

遠隔の内覧を⾏ったことがない
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Webでの内⾒予約の割合Q3. Q.全体の内⾒予約数の内、Webでの内⾒予約は
どの程度の割合で⾏われていますか︖

全体では、「1割にも満たない」28.3%、「5割以上」25.9％と2極化傾向が⾒られた。
⾸都圏ではweb内⾒予約⽐率が⾼く、⼤阪では低い傾向が⾒られた。
特に都⼼5区では「5割以上」との回答が32.3%とweb内⾒予約利⽤が進んでいる。

n値=428

n値=133n値=358

n値=70

25.9%
19.2%

26.6%
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32.3%
17.3%

24.8%
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17.1%
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・全体

・⾸都圏 ・東京都都⼼5区

・⼤阪市
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Webでの内⾒予約時の利⽤ツールQ4. Q. Web内⾒予約時に、
どのサイトを利⽤したことがありますか︖

Web内⾒予約のツールに関しては、内⾒予約君（イタンジ）が88.3%と利⽤率が⾼い。
「Web内⾒予約を⾏ったことがない」との回答は9.3%に留まり、普及が⾒られる。

n値=428
※複数回答有

88.3%

55.4%

47.4%

26.4%

9.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

内⾒予約くん（イタンジ）

スマート内覧（ライナフ）

物確.com

スマイエントリー

web内⾒予約を⾏ったことがない
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Webでの申込の割合Q5. Q.全体の申込数の内、Webでの申込は
どの程度の割合で⾏われていますか︖

全体では、「3〜4割程度」、「5割以上」と3割以上利⽤しているとの回答が71.8%と多数を占める。
Web内⾒予約同様⾸都圏や都⼼5区で利⽤が進んでいる状況が⾒受けられた。

n値=428

n値=133n値=358

n値=70

14.3%
51.4%

18.6%
15.7%
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40.0%
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35.2%
37.7%

14.5%
12.6%
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3〜4割程度
1〜2割程度

1割にも満たない

39.1%
30.8%

15.8%
14.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

5割以上
3〜4割程度
1〜2割程度

1割にも満たない

・全体

・⾸都圏 ・東京都都⼼5区

・⼤阪市
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Web申込時の利⽤ツールQ6. Q. Web申込時に使ったことがあるサイトはありますか︖

Web申込のツールに関しては、申込受付くん（イタンジ）が92.1%と利⽤率が⾼い。
「Web申込を⾏ったことがない」との回答は4.7%に留まり、内⾒予約よりも普及率が⾼い状況が⾒られた。

n値=428
※複数回答有

92.1%

48.8%

36.7%

35.0%

32.5%

25.9%

14.7%

4.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

申込受付くん（イタンジ）

conomy

スマイエントリー

スマート申込（athome）

いえらぶcloud

リアプロ

Goweb!

web申込を⾏ったことがない
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11.7%
21.7%

33.2%
33.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

5割以上
3〜4割程度
1〜2割程度

1割にも満たない

11.4%
34.3%

20.0%
34.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

5割以上
3〜4割程度
1〜2割程度

1割にも満たない

IT重説の割合Q7. Q.全体の契約数の内、IT重説による契約は
どの程度の割合で⾏われていますか︖

全体では、「1割程度」、「2割程度」、「3割以上」の回答が合計で過半数となった。
前回調査時から「1割にも満たない」38.6%→13.1%とこの半年で⼤きく普及が進んだ。
都⼼5区では「5割以上」の回答が39.1%⾒られた。

n値=428

n値=133n値=358

n値=70

・全体

・⾸都圏 ・東京都都⼼5区

・⼤阪市
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IT重説時の利⽤ツールQ8. Q. 貴社のIT重説ではどのツールを利⽤していますか︖

n値=428
※複数回答有

62.9%
38.3%

6.1%
4.4%
5.4%

3.0%
2.1%

0.9%
0.7%
0.5%
0.2%

9.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

Zoom

LINE

Google Meet（旧Hangout Meet）

Skype

スマート重説(アットホーム)

WeChat

LIFULL HOME'S LIVE

FaceTime

いえらぶCLOUD

MeetingPlaza

V-CUBEミーティング

IT重説の環境を整えていない

前回調査時と⽐較すると⼤きな変化は⾒られず、
「Zoom」「LINE」の利⽤率が⾼い。
「IT重説の環境を整えていない」との回答は10.2%→9.3%とわずかながら減少が⾒られた。
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電⼦契約の割合Q9. Q. 2022年5⽉中旬以降賃貸物件の電⼦契約が解禁されましたが、
電⼦契約を⾏ったことがありますか︖

全体では、「ある」15.4%と限定的であり、内⾒予約・申込・IT重説とは違い、
都⼼5区よりも他エリアの⽅が進んでいる状況が⾒られた。

n値=428

n値=133n値=358

n値=70

15.4%

84.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

ある

ない

17.1%

82.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

ある

ない

15.1%

84.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

ある

ない

8.3%

91.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

ある

ない

・全体

・⾸都圏

・⼤阪市

・東京都⼼5区

12



subject

13Copyright ©2022 LMC.,Co.Ltd. All rights reserved. 

電⼦契約時の利⽤ツールQ10. Q.電⼦契約を⾏ったことがある⽅は、
使⽤したツール・サイトを教えてください。

n値=65
※複数回答有

46.2%

16.9%

6.2%

4.6%

3.1%

3.1%

1.5%

18.5%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

電⼦契約くん(イタンジ)

IMAoS(イマオス)

SB C&S

いえらぶサイン

クラウドサイン

GMO電⼦契約

paperlogic

サイト名不明

電⼦契約をしたことがある⽅の中では、電⼦契約くん（イタンジ）が内⾒予約、申込と同様利⽤率が⾼い。
次点で「ImaoS」との回答が多く⾒られた。
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エンド客動向の変化について
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問合せ数の変化Q11. Q. 2021年繁忙期に⽐べ、
2022年の繁忙期の問合せ数・内覧数・申込数はどの程度変化しましたか︖

全体では、「増えた」が「減った」を上回る結果となった。エリアごとに⾒ても、40%以上が「増えた」という
回答となっている。前回調査時との⽐較では、「増えた」が合計35.2％⇒49.7％と増加し、
「減った」が合計36.6％⇒23.8％と減少しており「増えた」の割合が上回る結果となった。

・全体

・⾸都圏 ・東京都都⼼5区n値=428

n値=133n値=358

・⼤阪市

n値=70
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27.8%

3〜4割程度増えた

18.9%

5割以上増えた

3.0%
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26.4%

1〜2割程度減った
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増えた
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1〜2割程度増えた

27.1%

3〜4割程度増えた

15.7%

5割以上増えた

2.9%

変わらない

25.7%

1〜2割程度減った

22.9%

3〜4割程度減った

2.9%

5割以上減った

2.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

増えた

変わらない

減った

1〜2割程度増えた

27.9%

3〜4割程度増えた

19.6%

5割以上増えた

3.1%

変わらない

26.5%

1〜2割程度減った

17.3%

3〜4割程度減った

4.2%

5割以上減った

1.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

増えた

変わらない

減った

1〜2割程度増えた

27.1%

3〜4割程度増えた

14.3%

5割以上増えた

3.8%

変わらない

27.8%

1〜2割程度減った

21.8%

3〜4割程度減った

4.5%

5割以上減った

0.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

増えた

変わらない

減った
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内⾒数の変化Q12.

全体では、「増えた」が「減った」を上回る結果となった。エリアごとに⾒ても、問い合わせと同様に40%以上が「増えた」という
回答となっている。前回調査時との⽐較では、「増えた」が合計31.2％⇒46.3％と増加し、
「減った」が合計38.6％⇒25.2％と減少しており「増えた」の割合が上回る結果となった。

Q. 2021年繁忙期に⽐べ、
2022年の繁忙期の問合せ数・内覧数・申込数はどの程度変化しましたか︖

n値=428

n値=133n値=358

n値=70

1〜2割程度増えた

25.0%

3〜4割程度増えた

19.2%

5割以上増えた

2.1%

変わらない

28.5%
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2.0%

変わらない

28.5%

1〜2割程度減った

17.9%

3〜4割程度減った

9.2%

5割以上減った

3.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

増えた

変わらない

減った

1〜2割程度増えた

22.9%

3〜4割程度増えた

18.6%

5割以上増えた

2.9%

変わらない

28.6%

1〜2割程度減った

18.6%

3〜4割程度減った

8.6%

5割以上減った

5.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

増えた

変わらない

減った

1〜2割程度増えた

24.1%

3〜4割程度増えた

18.0%

5割以上増えた

0.8%

変わらない

30.1%

1〜2割程度減った

20.3%

3〜4割程度減った

10.5%

5割以上減った

1.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

増えた

変わらない

減った

・全体

・⾸都圏 ・東京都都⼼5区

・⼤阪市
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申込数の変化Q13.

全体では「増えた」が「減った」を上回った。前回調査時との⽐較では、「増えた」が合計32.6％⇒48.4％と増加し、
「減った」が合計39.1％⇒23.8％と減少しており、エンド客の動きが戻りつつあることがわかる。

Q. 2021年繁忙期に⽐べ、
2022年の繁忙期の問合せ数・内覧数・申込数はどの程度変化しましたか︖

n値=428

n値=133n値=358

n値=70

1〜2割程度増えた

31.1%
3〜4割程度増えた

14.7%
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20.0%

3〜4割程度減った

8.6%

5割以上減った

1.4%
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28.8%
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3〜4割程度減った
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1〜2割程度増えた

24.1%
3〜4割程度増えた
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5割以上増えた

1.5%

変わらない

33.8%

1〜2割程度減った
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3〜4割程度減った

5.3%

5割以上減った

1.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

増えた

変わらない

減った

・全体

・⾸都圏 ・東京都都⼼5区

・⼤阪市

17



subject

18Copyright ©2022 LMC.,Co.Ltd. All rights reserved. 

1〜2割程度増えた

25.7%

3〜4割程度増えた

20.0%

5割以上増えた

2.9%

変わらない

30.0%

1〜2割程度減った

12.9%

3〜4割程度減った

5.7%

5割以上減った

2.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

増えた

変わらない

減った

Q. 2021年繁忙期に⽐べ、
2022年の繁忙期の属性別の動きはどの程度変化しましたか︖法⼈の動きQ14.

全体では「増えた」が「減った」を上回る結果となった。前回調査時と⽐較すると「増えた」という回答が
31.7%⇒45.8%と増加し、⾸都圏では「減った」という回答が10％未満となっており、
法⼈の動きに関しても回復基調にあると考えられる。
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3.0%

変わらない
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・全体

・⾸都圏 ・東京都都⼼5区

・⼤阪市
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ファミリーの動きQ15.

全体では「増えた」 が「減った」を上回る結果となった。前回調査時でも「増えた」の割合は増加していたが
今回では「増えた」が38.7%⇒46.8%とさらに増加しており、回復基調にあるといえる。

Q. 2021年繁忙期に⽐べ、
2022年の繁忙期の属性別の動きはどの程度変化しましたか︖
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0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

増えた

変わらない

減った

・全体

・⾸都圏 ・東京都都⼼5区

・⼤阪市
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学⽣の動きQ16.

全体では「変わらない」という回答が最も多く「減った」と「増えた」がほぼ同数の回答結果となった。
⼀⽅で前回調査時との⽐較では「増えた」が、16.1%⇒29.1%と増加し「減った」が37.7%⇒30.2%と
減少しており、動きが鈍い中でも回復に向かいつつある状況といえる。

Q. 2021年繁忙期に⽐べ、
2022年の繁忙期の属性別の動きはどの程度変化しましたか︖

n値=428

n値=133n値=358

n値=70

1〜2割程度増えた

18.9%

3〜4割程度増えた

7.2%

5割以上増えた

3.0%

変わらない

40.7%

1〜2割程度減った

16.6%
3〜4割程度減った

8.9%

5割以上減った

4.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

増えた

変わらない

減った

1〜2割程度増えた

19.3%

3〜4割程度増えた

7.0%

5割以上増えた

3.6%

変わらない

39.4%

1〜2割程度減った

17.3%
3〜4割程度減った

8.7%

5割以上減った

4.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

増えた

変わらない

減った

1〜2割程度増えた

15.0%

3〜4割程度増えた

5.3%

5割以上増えた

3.8%

変わらない

48.1%

1〜2割程度減った

16.5%
3〜4割程度減った

7.5%

5割以上減った

3.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

増えた

変わらない

減った

1〜2割程度増えた

17.1%

3〜4割程度増えた

8.6%

5割以上増えた

0.0%

変わらない

47.1%

1〜2割程度減った

12.9%
3〜4割程度減った

10.0%

5割以上減った

4.3%
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・⾸都圏 ・東京都都⼼5区

・⼤阪市
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外国⼈の動きQ17.

全体では「変わらない」という回答が最も多く「減った」と「増えた」がほぼ同数という結果になった。
⼀⽅で前回調査時との⽐較では「増えた」が、8.7%⇒28.0%と増加し「減った」が41.4%⇒26.8%と
減少しており、動きが鈍い中でも回復に向かいつつある状況といえる。
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Q. 2021年繁忙期に⽐べ、
2022年の繁忙期の属性別の動きはどの程度変化しましたか︖

・全体

・⾸都圏 ・東京都都⼼5区

・⼤阪市
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外国⼈の問い合わせ数変化Q18. Q.直近（2022年5⽉以降）の
外国⼈の⽅の問い合わせ数に変化はありますか︖

全体では「変わらない」という回答が最も多く、ついで「増加傾向」という結果となった。
外国⼈の往来について規制が緩和されたこともあり、各エリア「増加傾向」との回答が⾒られ、
⾸都圏の⽅がより強い傾向が⾒られた。
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n値=70

35.5%

55.1%

9.3%
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・全体

・⾸都圏 ・東京都都⼼5区

・⼤阪市
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留学⽣の問い合わせ数Q19. Q.外国⼈の⽅の問い合わせのうち、
留学⽣の⽅の割合はどれくらいですか︖

全体では「1割未満」「1〜2割程度」の回答が合計で過半数となった。
都⼼5区では「5割以上」が18.8%と外国⼈の問い合わせに占める留学⽣の割合が⾼い。
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n値=70
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0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

5割以上
3〜4割程度
1〜2割程度

1割未満
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・全体

・⾸都圏 ・東京都都⼼5区

・⼤阪市
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Q20.

n値=428

予約なしでの来店数は「1割未満」「1〜2割程度」という回答が全体の7割を占めており、
ポータルサイト経由での来店⽐率が⾼い状況が⾒られた。
前年と⽐較した、予約なしの来店客割合の変化については「変わらない」が最も多く、
次点で「1〜2割程度増えた」となっており、やや増加傾向が⾒られた。

n値=428

その他、お客様動向の変化 Q.来店客全体のうち、予約なしの⾶び込み来店客の割合は
どれくらいですか︖

予約なしの来店数

2021年と⽐較した
予約なしの来店客の割合の変化
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5割以上
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25

エンド客ニーズの変化について
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テレワークを想定した家探しQ21.

26

n値=428

Q. 2022年繁忙期に家探しをしていた⽅で、テレワークを想定した
家探しをしていた⽅の割合はどれくらいでしたか︖

13.1%

44.9%

32.7%

9.3%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

5割以上

3〜4割程度

1〜2割程度

1割未満

テレワーク想定の家探しは「3〜4割程度」との回答が44.9%と最も多く次点で「1〜2割程度」が32.7%。
2022年繁忙期にもテレワーク想定の家探しをしている層は⾒られ、⼀定数根付いている状況が⾒られた。
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テレワークスペースに求める広さQ22. Q.テレワーク想定で家探しをしているお客様が求める
ワークスペースの⾯積はどれくらいの広さですか︖

27

n値=428

8.9%

36.9%
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0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

1〜2帖

3〜4帖

5〜6帖

7帖以上

分からない

前回調査時と同様に、テレワークを前提とした家探しにおいてエンド客は、
引っ越し先にテレワークスペースとして「3〜4帖」程度のスペースを求める回答が多い。



subject

28Copyright ©2022 LMC.,Co.Ltd. All rights reserved. 

25㎡台で需要のある間取りQ23. Q.下記画像25㎡の①〜⑤において、
需要が⾼い順を教えてください。

28

n値=428 

25㎡台の間取りでは、「1DK」と「1K」が最も需要の⾼い間取りとなった。
③(1DK)を選んだ理由は「テレワークがしやすそう」「寝室を分ける需要が増えている」との意⾒が挙がり、
①(1K)を選んだ理由は「居室の広さが需要⾼い」「家具設置がしやすい」との意⾒が挙がる。

1639

1602

1317

1048

814

0 500 1,000 1,500 2,000

③

①

④

②

⑤

※1位︓5ポイント、2位︓4ポイント、3位︓3ポイント、4位︓2ポイント、5位︓1ポイントとして集計。

① 1K ② 1R ③ 1DK ④ 1DK ⑤ 2K
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40㎡台で需要のある間取りQ24. Q.下記画像40㎡の①〜④において、
需要が⾼い順を教えてください。

29

40㎡台の間取りでは、バルコニーに対して居室とLDKが横並びになっている間取の需要が最も⾼いとの回答。
①(1LDK)を選んだ理由は「実際にエンド客からの需要が⾼い」「⽇当たりやバルコニーの使い勝⼿」との意⾒が挙がる。

1365

1076

897

793

0 500 1,000 1,500

①

③

④

②

n値=428 

①1LDK ②1LDK ③1LDK ④２DK

※1位︓4ポイント、2位︓3ポイント、3位︓2ポイント、4位︓1ポイントとして集計。
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家探しの希望エリアQ25. Q. 2021年の繁忙期と⽐べ、2022年の繁忙期のお客様1組あたりの
希望エリアは拡⼤傾向にありましたか︖縮⼩傾向にありましたか︖

30

全体では、「変わらない」という回答が最も多い。⼤阪では東京に⽐べて拡⼤傾向が低い状況が⾒られた。
2021年時点で拡⼤傾向が⾒られていたため、2022年において拡⼤傾向はやや落ち着いたものの、
家探しのエリアは広いとの意⾒が挙がる。
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・全体

・⾸都圏 ・東京都都⼼5区

・⼤阪市
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インターネット環境に対するニーズQ26. Q.インターネット環境を気にするお客様の内、
下記のどちらの傾向が強いですか︖

前回調査時と⽐較すると、「インターネット回線速度にこだわる⽅が増えた」58.2%→67.1%と
回線速度にこだわる傾向は引き続き増加している。

n値=428

20.8%

67.1%

12.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

インターネット無料にこだわる⽅が増えた

インターネットの回線速度にこだわる⽅が増えた

変わらない
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32

駅距離に対するニーズQ27. Q.駅距離に対する
お客様の需要はどう変化しましたか︖

n値=428

前回調査時に引き続き、駅距離が遠いことを気にしなくなった⽅は3割程度⾒られている。
⼀⽅で駅距離が近いことを好む⽅の割合が18.7％⇒22.2％と増加しており、駅距離を気にするエンド客が
増加傾向にあることもうかがえる。

22.2%

29.7%

48.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

駅距離が近い物件が好まれるようになった

駅距離が遠いことはあまり気にしなくなった

変わらない
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職場との距離に対するニーズQ28. Q.職場との距離に対する
お客様の需要はどう変化しましたか︖

「変わらない」という回答が最も多いが、前回調査時との⽐較では、
「職場から遠い駅でも気にしなくなった」の割合は43.8％⇒41.6%と若⼲減少する結果となった。

16.6%

41.6%

41.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

職場に近い駅が好まれるようになった

職場から遠い駅でも気にしなくなった

変わらない

n値=428 
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個別設備や仕様に対するニーズQ29.
Q.需要が⾼い設備や仕様を教えてください。

34

n値=2,465
※複数回答有

前回調査時1位の「通信速度の速いインターネット環境」11.4%とネット速度を筆頭に
防⾳性、⾯積の広さ等が引き続き上位を占めており、テレワークを想定した項⽬へのニーズは引き続き⾼い状況がうかがえる。

11.4%
10.9%

9.5%
9.2%

8.9%
8.1%

7.4%
7.4%

5.8%
5.6%

4.4%
4.2%

2.4%
2.2%

2.1%
0.5%

0.0% 2.0% 4.0% 6.0% 8.0% 10.0% 12.0%

通信速度の速いインターネット環境
バス・トイレ別

独⽴洗⾯台
広さ

防⾳性の⾼さ
オートロック
宅配ボックス

無料のインターネット環境
採光性の⾼さ

収納の多さ・広さ
モニター付きインターホン

浴室乾燥機
エアコンの多さ

仕事部屋（書斎）
部屋数の多さ

24時間換気システム
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元付会社（管理会社）に求めること
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元付会社（管理会社）に提供してほしい営業ツールQ30. Q. 元付会社に提供してもらえると
物件を紹介しやすくなる営業ツールはなんですか。

36

n値=974
※複数回答有

「特にない」という回答がわずか1.4%と、現状の元付会社（管理会社）の提供ツールに
満⾜していない仲介会社が⾮常に多いことが分かる。提供してほしい営業ツールの順位については、
前回調査時と⼤きな変化はないが、「家具配置図」7.8%→10.1%と上昇が⾒られた。

39.6%

12.0%

10.2%

10.1%

9.9%

9.5%

5.2%

2.1%

1.4%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

物件写真

物件内動画

物件パンフレット

家具配置図

物件の周辺環境マップ

共⽤部の配置図

周辺写真

物件周辺動画

特にない



subject

37Copyright ©2022 LMC.,Co.Ltd. All rights reserved. 

元付会社（管理会社）に気を付けてほしいこと・望むことQ31. Q. 元付会社に気を付けてほしいこと、
またはこれまで以上に望むことはありますか。

37

n値=574
※複数回答有

案内の簡易化と接触を必要最低限にする⽅法として、「鍵の現地設置」を求める声が引き続き多く挙がった。
前回調査時との⽐較では、「内⾒予約のWeb化」が1.9％ →3.9％と項⽬全体の中でも増加した他、前回調査では少数回答だった
「ネット環境について詳細の情報が欲しい」が新たに5.4％挙がった。
エンド客からもネット回線についての質問（回線速度、⾃分で新たに引けるのか）が増加しているとの意⾒が挙がる。

■『その他』に分類される仲介担当者のコメント
・条件交渉できる事項を記載してほしい。
・⾃動⾳声の電話のアナウンスが⻑いので短くしてほしい。
・ADの記載を帯以外はさけてほしい。
・ADの後バックは決めにくいので、相殺で交渉してほしい。
・必要書類やお申し込み後のスケジュールを共有してほしい。
・リアルタイムな空室情報
・多⾔語対応してほしい

・外国⼈が借りれる物件を増やす。外国籍対応の可否が分かるようにしてほしい。
・間取りに家具の配置をしてくれるとイメージがつきやすい。
・室内の⼨法が分かる平⾯図があると分かりやすい。
・鍵の管理(現地に⾏ったら鍵がない等がないように)、設置場所のわかり易さ。
・内⾒時にエアコンや電気を付けれるように通電してほしい。
・広告掲載を許可してほしい。
・室内写真、設備の説明は出来るだけ多くほしい 。
・法⼈契約の融通を効かせてほしい。

29.1%
14.3%
14.3%

5.6%
5.4%

4.9%
3.8%

1.9%
1.4%
1.2%
1.0%

17.1%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

鍵の現地設置をしてほしい
レスポンスの速さ（連絡の取りやすさ）を意識してほしい

賃料発⽣⽇に融通を聞かせてほしい
募集資料への情報記載の徹底

ネット環境について詳細の情報が欲しい
内⾒予約のweb化

申込・審査のweb化
AD・広告料を増加してほしい

休⽇も窓⼝を設けてほしい
webの導⼊（全体的に）

空室確認のweb化
その他
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その他
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優先して紹介したい物件Q32. Q.優先して紹介したい物件はどのような物件ですか︖

39

n値=428

⼊居者向けキャンペーンよりも広告料を求める仲介担当者が多い。
前回調査時との⽐較では、「広告料が多く実⼊りの多い物件」64.3%⇒67.5%、
「⼊居者向けキャンペーンを実施している成約しやすい物件」33.7%⇒29.4%と
僅かながら広告料が多く実⼊りの多い物件を優先する割合が増加した。

29.4%

67.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

⼊居者向けキャンペーン（賃料減額含む）を
実施していて成約しやすい物件

広告料が⾼く実⼊りの多い物件
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条件交渉についてQ33. Q.お客様からの条件交渉は増えていると感じますか︖

n値=428

条件交渉については「増えている」という回答が最も多い。

40

50.9%

47.4%

1.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

増えている

変わらない

減っている
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条件交渉についてQ34. Q. お客様からの条件交渉で増えている内容を
1〜3位のランキング形式でお答えください。

n値=428

「賃料の減額」という回答が引き続き最も多いが、「契約開始⽇の後ろ倒し」との回答も⽬⽴つ。
現住居解約⽇までの期間と契約開始⽇の調整の相談を受けてほしいとの意⾒が多い。

※1位に選ばれた項⽬は3ポイント、
2位は2ポイント、
3位は1ポイントとして集計。

41

805

704

672

282

72

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900

賃料の減額

契約開始⽇の後ろ倒し

礼⾦の減額

フリーレントの付与

敷⾦の減額
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広告料の増減Q35. Q.広告料（AD）の増減について、
昨年と⽐べどちらの傾向が強いですか︖

n値=428

前回調査時との⽐較でも「増額している」が43.8％⇒42.3%と
引き続き最も多く、4割以上の仲介担当者が広告料は増額傾向にあると認識している。

42

42.3%

16.4%

41.4%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

増額している

減額している

変わらない
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新たな集客⽅法の⼯夫（2022年）Q36.
⼯夫をしたと答えた⽅が
具体的に何を⾏ったか

n値=428 n値=97
※複数回答有

前回調査時と⽐べて、「SNSの活⽤」17.6%→34.0%が⼤きく増加した。
「物件掲載数の増加」は23.0%→20.6%と若⼲減少したが、
上位2項⽬を実施している割合の増加が⾒られた。

■『その他』に分類されるコメント
・SEO／MEO対策の強化 ・初期費⽤のカード決済 ・信販会社との顧客提携 ・ノマドクラウドの導⼊ ・メールシステム変更
・⾃社掲載物件のネット環境項⽬の詳細記載

43

Q.昨年に⽐べて、新たな集客⽅法の⼯夫を図りましたか︖もしくは
その予定はありますか︖その⼯夫について簡単に教えてください。

34.0%
20.6%

9.3%
7.2%

6.2%
4.1%

3.1%
15.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

SNSの活⽤

物件掲載エリアの拡⼤・掲載数増加

物件写真の撮影・改善

仲介⼿数料の無料（減額）キャンペーン

⾃社サイトのリニューアル・向上

⼝コミ強化

オンライン内⾒（接客）の推進

その他

新たに⼯夫をし

た

25.5%

特にしていない

74.5%
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新たな接客⽅法の⼯夫（2022年）Q37.

44

前回調査時と⽐べて、「オンライン内⾒（接客）の推進」が34.8%→35.7%と横ばい、
「内⾒時物件現地待ち合わせの推奨」が19.6%⇒12.9％と減少が⾒られたが、
この2項⽬を⾏っていく姿勢が引き続き⾒られた。

n値=428 n値=65
※複数回答有

予定があると答えた⽅が
具体的に何を⾏うか

Q.昨年に⽐べて、新たな接客⽅法の⼯夫を図りましたか︖もしくは
その予定はありますか︖その⼯夫について簡単に教えてください。

35.7%

12.9%

7.1%

4.3%

2.9%

37.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

オンライン内⾒（接客）の推進

内⾒時物件現地待ち合わせの推奨

IT重説の推進

オンライン契約の推進

案内物件の絞り込み

その他

新たに⼯夫

した

15.2%

特にしていない

84.8%

■『その他』に分類されるコメント
・インスタグラムによるライブ内覧 ・写真、動画の強化 ・広域の物件資料の⽤意 ・追客システムの導⼊
・ノマドクラウドの導⼊
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店舗売上の増減（個⼈契約）Q38. Q. 前年に⽐べ、2022年繁忙期の個⼈契約での売上に変化はありましたか︖

45

個⼈契約による店舗売上については、「変わらない」が最も多く、
次点で「1〜2割程度増えた」との回答が続き、全体では若⼲増えた傾向が⾒られた。

n値=428

n値=133n値=358

3.7%
13.1%

30.4%
36.2%

12.4%
3.5%

0.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

5割以上増えた
3〜4割程度増えた
1〜2割程度増えた

変わらない
1〜2割程度減った
3〜4割程度減った

5割以上減った

n値=70

4.2%
13.4%

31.3%
36.3%

11.7%
2.5%

0.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

5割以上増えた
3〜4割程度増えた
1〜2割程度増えた

変わらない
1〜2割程度減った
3〜4割程度減った

5割以上減った

1.4%
11.4%

25.7%
35.7%

15.7%
8.6%

1.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

5割以上増えた
3〜4割程度増えた
1〜2割程度増えた

変わらない
1〜2割程度減った
3〜4割程度減った

5割以上減った

3.0%
15.0%

27.8%
39.8%

11.3%
3.0%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

5割以上増えた
3〜4割程度増えた
1〜2割程度増えた

変わらない
1〜2割程度減った
3〜4割程度減った

5割以上減った

・全体

・⾸都圏 ・東京都都⼼5区

・⼤阪市
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店舗売上の増減（法⼈契約）Q39. Q. 前年に⽐べ、2022年の法⼈契約での売上に変化はありましたか︖

46

法⼈契約による店舗売上については、「変わらない」が最も多く、次点で「1〜2割程度増えた」との回答が続く。
⼤阪では個⼈契約よりも「増えた」との回答が多く⾒られており、法⼈契約の動きの回復傾向が⾒られた。

n値=428

n値=133n値=358

n値=70

2.1%
10.3%

25.7%
41.4%

12.6%
6.1%

1.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

5割以上増えた
3〜4割程度増えた
1〜2割程度増えた

変わらない
1〜2割程度減った
3〜4割程度減った

5割以上減った

2.2%
10.3%

24.6%
43.3%

12.6%
5.0%

2.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

5割以上増えた
3〜4割程度増えた
1〜2割程度増えた

変わらない
1〜2割程度減った
3〜4割程度減った

5割以上減った

1.4%
10.0%

31.4%
31.4%

12.9%
11.4%

1.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

5割以上増えた
3〜4割程度増えた
1〜2割程度増えた

変わらない
1〜2割程度減った
3〜4割程度減った

5割以上減った

2.3%
8.3%

26.3%
45.1%

12.8%
4.5%

0.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

5割以上増えた
3〜4割程度増えた
1〜2割程度増えた

変わらない
1〜2割程度減った
3〜4割程度減った

5割以上減った

・全体

・⾸都圏 ・東京都都⼼5区

・⼤阪市
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47

2022年の第⼆繁忙期（9⽉〜10⽉）
について
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2022年第⼆繁忙期の動き予測（個⼈）Q40. Q.2022年第⼆繁忙期（9⽉〜10⽉）はどのような動きが
予測されますか?

48

n値=133n値=358

n値=70n値=428

47.4%

43.2%

9.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

増える

変わらない

減る

48.9%

42.5%

8.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

増える

変わらない

減る

40.0%

47.1%

12.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

増える

変わらない

減る

47.4%

48.1%

4.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

増える

変わらない

減る

■「増える」という回答の理由 ︓昨年よりも春が動いたため。コロナの影響が少なくなっている。企業の動きがみられる。 など
■「変わらない」という回答の理由 ︓現状では判断できないため。個⼈契約では動きが変わらない。 など
■「減る」という回答の理由 ︓反響来店率が悪くなっているため。コロナが収まっても引越需要につながるかは疑問。 など

・全体

・⾸都圏 ・東京都都⼼5区

・⼤阪市
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2022年第⼆繁忙期の動き予測（法⼈）Q41. Q.2022年第⼆繁忙期（9⽉〜10⽉）はどのような動きが
予測されますか?

49

n値=133n値=358

n値=70n値=428

41.8%

47.0%

11.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

増える

変わらない

減る

41.1%

48.9%

10.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

増える
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■「増える」という回答の理由 ︓法⼈オーダーが増えている。転勤の問い合わせが増えている。企業が動き始めた。 など
■「変わらない」という回答の理由 ︓異動や採⽤数は変わらないため。 など
■「減る」という回答の理由 ︓現在来店客が減少している。春の繁忙期も⼤きな動きが無かったため。 など

・全体

・⾸都圏 ・東京都都⼼5区

・⼤阪市
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都⼼5区・関東近郊・政令指定都市
マーケット推移について
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港区において、
・直近1年（2021年3⽉-2022年3⽉）の⼈⼝は、-0.4％の減少、

築10年以内のRC・SRC造、マンションタイプの募集⼾数は、-1.6％の減少となった。
・2022年3⽉の募集坪単価平均は、19,017円で2020年3⽉の19,654円から-3.2％の下落となった。

出典︓⼈⼝…東京都HP
募集⼾数…LMC調べ（抽出条件︓築10年以内、RC・SRC造、マンションタイプ、弊社基準により重複データを削除）

港区
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港区

注） 「その他の増減」は、職権等による記載・消除、帰化等である。
海外からの入国・出国もこちらに含まれるとのこと。（東京都人口統計課に問合せ）
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中央区において、
・直近1年（2021年3⽉-2022年3⽉）の⼈⼝は、+0.7％の増加、

築10年以内のRC・SRC造、マンションタイプの募集⼾数は、-23.0％の減少となった。
・2022年3⽉の募集坪単価平均は、16,245円で2020年3⽉の16,969円から-4.3％の下落となった。

出典︓⼈⼝…東京都HP
募集⼾数…LMC調べ（抽出条件︓築10年以内、RC・SRC造、マンションタイプ、弊社基準により重複データを削除）

中央区
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中央区

注） 「その他の増減」は、職権等による記載・消除、帰化等である。
海外からの入国・出国もこちらに含まれるとのこと。（東京都人口統計課に問合せ）
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千代⽥区において、
・直近1年（2021年3⽉-2022年3⽉）の⼈⼝は、+0.1％の増加、

築10年以内のRC・SRC造、マンションタイプの募集⼾数は、-35.6％の減少となった。
・2022年3⽉の募集坪単価平均は、17,701円で2020年3⽉の17,738円から-0.2％の下落となった。

出典︓⼈⼝…東京都HP
募集⼾数…LMC調べ（抽出条件︓築10年以内、RC・SRC造、マンションタイプ、弊社基準により重複データを削除）

千代⽥区
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注） 「その他の増減」は、職権等による記載・消除、帰化等である。
海外からの入国・出国もこちらに含まれるとのこと。（東京都人口統計課に問合せ）

千代⽥区
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新宿区において、
・直近1年（2021年3⽉-2022年3⽉）の⼈⼝は、-1.2%の減少、

築10年以内のRC・SRC造、マンションタイプの募集⼾数は、+4.7％の増加となった。
・2022年3⽉の募集坪単価平均は、16,164円で2020年3⽉の16,581円から-2.5％の下落となった。

出典︓⼈⼝…東京都HP
募集⼾数…LMC調べ（抽出条件︓築10年以内、RC・SRC造、マンションタイプ、弊社基準により重複データを削除）

新宿区
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新宿区

注） 「その他の増減」は、職権等による記載・消除、帰化等である。
海外からの入国・出国もこちらに含まれるとのこと。（東京都人口統計課に問合せ）
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渋⾕区において、
・直近1年（2021年3⽉-2022年3⽉）の⼈⼝は、-0.6％の減少、

築10年以内のRC・SRC造、マンションタイプの募集⼾数は、横ばいとなった。
・2022年3⽉の募集坪単価平均は、18,199円で2020年3⽉の18,933円から-3.9％の下落となった。

出典︓⼈⼝…東京都HP
募集⼾数…LMC調べ（抽出条件︓築10年以内、RC・SRC造、マンションタイプ、弊社基準により重複データを削除）

渋⾕区
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渋⾕区

注） 「その他の増減」は、職権等による記載・消除、帰化等である。
海外からの入国・出国もこちらに含まれるとのこと。（東京都人口統計課に問合せ）
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神奈川エリア（横浜市・川崎市）

出典︓⼈⼝…神奈川県HP
募集⼾数…LMC調べ（抽出条件︓築10年以内、RC・SRC造、マンションタイプ、弊社基準により重複データを削除）
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埼⽟エリア（さいたま市・川⼝市）

出典︓⼈⼝…埼⽟県HP
募集⼾数…LMC調べ（抽出条件︓築10年以内、RC・SRC造、マンションタイプ、弊社基準により重複データを削除）
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千葉エリア（千葉市・浦安市・船橋市・市川市・松⼾市・柏市）

出典︓⼈⼝…千葉県HP
募集⼾数…LMC調べ（抽出条件︓築10年以内、RC・SRC造、マンションタイプ、弊社基準により重複データを削除）
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札幌市中央区において、
・直近1年（2021年3⽉-2022年3⽉）の⼈⼝は、+0.6%の増加、

築10年以内のRC・SRC造、マンションタイプの募集⼾数は、-28.0％の減少となった。
・2022年3⽉の募集坪単価平均は6,973円で、2020年3⽉の6,261円から+11.4％の上昇となった。

札幌市

出典︓⼈⼝…札幌都HP
募集⼾数…LMC調べ（抽出条件︓築10年以内、RC・SRC造、マンションタイプ、弊社基準により重複データを削除）
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仙台市

仙台市⻘葉区・若林区において、
・直近1年（2021年3⽉-2022年3⽉）の⼈⼝は-0.1％の減少、

築10年以内のRC・SRC造、マンションタイプの募集⼾数は、-21.1％の減少となった。
・2022年3⽉の募集坪単価平均は8,513円で、2020年3⽉の8,616円から-1.2％の下落となった。

出典︓⼈⼝…仙台市HP
募集⼾数…LMC調べ（抽出条件︓築10年以内、RC・SRC造、マンションタイプ、弊社基準により重複データを削除）
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名古屋市中区・東区・熱⽥区において、
・直近1年（2021年3⽉-2022年3⽉）の⼈⼝は、+0.4%の増加、

築10年以内のRC・SRC造、マンションタイプの募集⼾数は、+6.9％の増加となった。
・2022年3⽉の募集坪単価平均は9,335円で、2020年3⽉の9,026円から+3.4％の上昇となった。

名古屋市

出典︓⼈⼝…名古屋市HP
募集⼾数…LMC調べ（抽出条件︓築10年以内、RC・SRC造、マンションタイプ、弊社基準により重複データを削除）
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⼤阪市中央区・北区・⻄区・浪速区・東淀川区において、
・直近1年（2021年3⽉-2022年3⽉）の⼈⼝は、+0.7%の増加、

築10年以内のRC・SRC造、マンションタイプの募集⼾数は、+14.0％の増加となった。
・2022年3⽉の募集坪単価平均は10,765円で、2020年3⽉の10,920円から-1.4％の下落となった。

⼤阪市

出典︓⼈⼝…⼤阪市HP
募集⼾数…LMC調べ（抽出条件︓築10年以内、RC・SRC造、マンションタイプ、弊社基準により重複データを削除）
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福岡市中央区・博多区において、
・直近1年（2021年3⽉-2022年3⽉）の⼈⼝は、+0.4%の増加、

築10年以内のRC・SRC造、マンションタイプの募集⼾数は、-53.5％の減少となった。
・2022年3⽉の募集坪単価平均は8,283円で、2020年3⽉の8,403円から-1.4％の下落となった。

福岡市

出典︓⼈⼝…福岡市HP
募集⼾数…LMC調べ（抽出条件︓築10年以内、RC・SRC造、マンションタイプ、弊社基準により重複データを削除）


